
学ぶ力を育てる「確かにする」段階の指導２

多様な考え方のまとめ方は４タイプ

段 階 学び方と子どもの意識 学び方を支える手だて

つ 問題場面 ○多様な考えの特性から，子どもの考えを生かし てまとめましょう
との出会い ※授業が活発になればなるほど，子どもの多様な考えが引き出されま

か す。しかし，その多様な考えをうまくまとめられずに，困ってしま
うことも多いものです。多様な考えをどうまとめるかについては，

む 既習との対比 上越教育大学の古藤怜教授の活用性の高いまとめ方があるので，紹
経験の想起 介します。

（１）独立的な多様性 ジャンケンの組み合わせ
課題 例：６学年 場合の数

場合の数の求め方は，①樹形図②組み合わせ表③図④・・というよ
うにいくつもの方法が考えられます。しかし，それらはどれもよい方法

考 で，序列をつけることはできません。この場合には，どれがよいという
のではなく それぞれの方法のよさを納得させることが大切になります， 。

え 解決の見通し
方法の選択 （２）序列化可能な多様性 13-9=4

を 例：１学年 １３－９
くり下がりのあるひき算では，①数えひき②減減法③減加法の３タ

も 自分なりの考 イプがあります。この場合，どれもよい考えですねといっては，子ども
えをもつ の力は育ちません。特殊な場合をのぞき，減加法のよさに気づき，十分

つ （解決１） に使えるようにすることが大切なはずです。このような場合には，解決
２を通して減加法のよさを十分に味わわせることができるようにするこ
とが必要です。

み 仲間との （３）統合化可能な多様性
考えの交流 ５学年 面積

つ 平行四辺形の面積を求める場面では，操作によりいろいろな方法が
考えられますが，これらはすべて「長方形の面積に置き換える」という

け 考え方に集約できます。
よりよい考え このように，いくつかの方法の背後にある考え方をまとめることができ

る への気づき る場合には「考えを統合」して共通点をまとめてやることが必要です。

（４）構造化可能な多様性
考えを見つけ 例 ５学年 面積
る （３）で述べたように，一つに統合される問題も，
（解決２） たとえば，台形の面積の求め方の場合には

①三角形２つに変形して等積変形
②平行四辺形に倍積変形

の２つのタイプに分けられ，それを「既習の形に置き換える」という一
まとめ つの考え方でくくるこたとができます。

確 このような場合には，構造化して取り組むことが必要です。

か ○よさを味わうのは，子ども自身なのだということを，わすれないよう
考えの活用 に・・

に と
技能の習熟 ※解決３については，子どもが「楽しんでできる」くらいにしたいも

す のです。
いたずらに難しい問題を出すのではなく，コースを分けたり 「～に，

る 本時の学習の 挑戦」とすることが大切と考えましょう。
振り返り


